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述 語 動 詞 型 か ら 観 た 英 語 学 の 流 れ(上)
前 川 哲 郎'
英 語 学 の 流 れ と現 代 英 語 の動 詞 に つ い て の 先 行 研 究 を暼 見す る とい う趣 旨か
ら,英 語 の 厂述 語 型 」・「文 型 」・「文 句 型 」・「動 詞 型」(こ れ らは本 質 的 に は 同
質)の 摘 要 を 英 語 学 史 的 観点 か ら通 覧 す るの が,こ の小 論 の 目的 であ る。 摘 要
を 作 るに 際 して,原 典 の用 語 は可 能 な限 り残 し,例 文 も必 ず 原 典 に挙 げ てあ る
もの か ら選 ん だ の は 勿論 の こ とであ るが,そ の表 示 方法 は,通 覧 に適 す る よ う
に 筆 者 が 整 理 し,原 典 の趣 旨 を損 わ な い 範 囲 で 一 元化 し,要 点 を 明示 す るた め
一 部 太字 に した
。文 法 用 語 も原 典 に 従 った が,用 語 の頭 文 字 に 就 い て は 当 該 述
語 動 詞型 に直 接 関 わ らな い用 語 は小文 字 で 統 一 した。 引 用 符 に 就 い て は,術 語
や術 語 の定 義 は""で 囲み,日 本 語 の 地 の文 中 に用 例 と して 引 用 した 英文 は
`'で 囲 んだ
。
第1章 伝 統 文 法


















所 謂 「5文 型 」 の 元 祖 は,ParallelGrammarSeriesの 一一環 を 成 し て い た 伝
統 文 法 家(traditionalgrammarian)CharlesTalhutOnionsのAnAdvanced
EnglishSyntax(§ §1-5)(1904年 初 版 出 版,著 者 が 遺 し た 膨 大 な 書 込 等 を
も と に し たB.D.H.Millerに よ る 改 訂 版Modern.EnglishSyntaxは1971
年 に 刊 行,前 者 をA.E.S.後 者 をM.E.S.と 略 す る)の 「述 部 型(Forms
ofthePredicate)」(改 訂 版 で は 「述 部 型5種(the丘veformsofthepredi-
cate)」(M.E,S.§ §5-13)と な っ て い る)で あ る 。 こ れ は,「 文 を,分 析
の た め に,述 部 型 に 拠 り分 類 す る 」(A.E.S.§1;M.E・S・ §5)と し,「 述 部
に は5種 の 主 要 な 型(丘veprincipalforms)カ ミ想 定 で き る」(Ibid・)と の 考 え
に 基 づ く分 類 で あ っ て,Onionsは 先 ず,厂 述 部 」 を 「動 詞(Verb)」 の み か
ら成 る も の と,「 文 の 他 の 要 素(someotherpart,orparts,oftheSentence)」
を 伴 う 「動 詞 」 か ら 成 る も の と に 大 別 し,後 者 を 「述 部 形 容 詞(Predicate
Adjective)」 「述 部 名 詞(PredicateNoun)」 「述 部 代 名 詞(PredicatePro-
noun)」(M.E.s.で はPredicativeAdjective厂 賓 辞 形 容 詞 」等 とPredicative
と な っ て い る 所 もA.E.S.で はPredicateAdjective等 とPredicateで あ っ
た)等,「 主 語 に つ い て 賓 述 す る形 容 詞 ・名 詞 又 は 代 名 詞(Adjective,Noun・
orPronounpredicatedoftheSubject)」 を 伴 う動 詞,「 目的 語(Object)」
を 伴 う動 詞(こ の 種 の 動 詞 は 動 作 が 目 的 語 へ 「移 っ て い く(passingover)」
動 詞 だ か ら 「他 動 詞(transitiveverb)」,目 的 語 を と ら な い 動 詞 は 動 作 が 「移
っ て い か な い(notpassingover)」 か ら 厂非 他 動 詞 〔即 ち 自 動 詞 〕(intransitive
verb)」 と呼 ぶ と,Onionsは 語 源 か ら説 明)「2つ の 目的 語(twoObjects)」
を 伴 う動 詞,目 的 語 と 述 部 形 容 詞 ・述 部 名 詞 等 「目的 語 に つ い て 賓 述 す る 形 容
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詞 や 名 詞(AdjectiveorNounpredicatedoftheObject)」 を 伴 う動 詞
,等 か
ら成 る4種 の 述 部 に 細 分 し て い る 。 更 に,注(Obs .)で 厂形 式 主 語(Formal
Subject)」 の 場 合 を 扱 い ・`Therewaspeace .'を 例 に"Thereis"構 文 を 採 り
上 げ ・ こ の 構 文 はSubject+PredicateVerb+Adjunctで あ っ て
,「 付 加 詞
(Adjunct)」 を 含 む 第1型 で あ る と 考rxて い る 。 又 ・Abelwaskilledby
Cain.'`lwasaskedmyopinionbyyou .'`Hewasdeclaredatraitorbythe
Court.'等 を 例 に,受 動 構 文(Passiveconstruction)の 場 合 を 説 明 し て い る
。
こ こ で 注 目す べ き こ と は ・ 不 定 詞 付 対 格(accusativewithinfinitive)を 含 ん
だ 述 部(A・E・S・ の 例:Consciencebidsmespeak .M.E.S.の 例:Weasked
himtospeak・)を 第4型(Subject+PredicateVerb+twoObjects)と し て




+PredicateVerb+Object)と も 考 え られ る,と し て い る こ と で あ る 。 後 者
に,変 形 文 法 的 な 考 え 方 の 萌 芽 を 認 め る こ とが で き る
。
細 部 は と も か く と し て ・Onionsの この 分 類 は 文 の 主 要 素(nuclearsenten.
tialconstituents)即 ち 文 核(sententialnuclei)に 拠 る述 部 の 分 類 で あ り
,述
語 動 詞(PredicateVerb)の5種 一 即 ち 完 全 非 他 動 詞(completeintransitive
verb)・ 不 完 全 非 他 動 詞(incompleteintransitiveverb) ・完 全 他 動 詞(com .
P1・t・t・an・i・iv・v・ ・b)・ 二 重 他 動 詞(dit・an・itiv・v・ ・b)・ 不 完 全 他 動 詞(in .
completetransitiveverb)の い ず れ か 一 に 基 づ く述 部 の 分 類 で あ る
。 又,
主 要 型(principalforms)で あ る の で,主 語 と 述 語 動 詞 以 外 の 各 文 核(nucleus
〔前 川 ・1972:13-5〕 こ のnucleusは 後 述 のBruceL.Lilesの 句 構 造 規 則
のnucleus〔Liles・1971:13-5〕 と は 別 義)は 名 詞 ・代 名 詞 か 形 容 詞1語 の 例
文 が 選 ぼ れ て お り,修 飾 語 を 伴 う場 合 も 必 要 最 小 限 に と ど め ら れ て い る(そ の
意 味 でM・E・S・ の 例 ・R・t・d・ ・e・t・ ・inki・g・hip.のasinkingshipは 異
例)・ 従 っ て 第2型 の`Seeingisbelieving.・ 第3型 の ・Nobodywishestoknow .・
等 は 動 名 詞 やto一 不 定 詞 が 述 部 名 詞 や 目的 語 に な っ て い る 点 で 例 外 的 で あ る
。
第3型 の`Hecant・11・'で 厂助 動 詞(・uxili・ ・yv・ ・b)+本 動 詞(m・inv。,b)」
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全 体 を 述 語 動 詞 と し な い で,助 動 詞 を 述 語 動 詞 と し 本 動 詞 を そ の 目 的 語 と 看 做
し て い る 点 も,注 目す べ き で あ る。 尤 も,改 訂 版(M・E・S・)で は 第3型 の 例
文 の 一 つ に ・Theydothinkwhatweare・'等 の 名 詞 役 関 係 詞 文 句(nominal
relativeclause)を 目的 語 と し た 文 を 挙 げ て い る が,元 も とOnionsの 述 部 型
は 単 文(simplesentence)の み を 対 象 と し,複 文(complexsentence)や 重
文(compoundsentence)も 含 め た 文 の 分 析 は 後 で 図 解 す る の だ か ら・ こ の 改















Onionsの 恩 師 で あ り,ParallelGrammarSeriesの 校 訂 者 で も あ っ た 古 典 語
学 者 ・英 語 学 者Edw・ ・dAd・lfS・nn・n・ch・in力 墸 わ し た 文ANewEng-
lushGrammar(§37)の 「単 文 分 析 表(TableofAnalysisofSimpleSen-
tences)」 の 分 類 原 理 は,当 然 の こ と な が ら,Onionsの 「述 部 型 」 め 分 類 原 理
と 同 じで あ る 。 但 しSonnenscheinは 述 部 型 の 体 系 化 に は あ ま り関 心 が な か っ
た ら し い 。 従 っ て,こ の 「単 文 分 析 表 」 も あ く ま で 単 文 の 分 析 の 例 を 表 示 し た
も の で あ っ て,こ の 表 に はOnionsの 第4型 に 相 当 す る 例 文 は 表 示 さ れ て い
な い 。II(4)の 公 式 と 例 文 はSonnenscheinの 文 典 の 別 の 箇 所 の 説 明(§173)
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と例文(§27)か ら筆 者 が補 訂 した も ので あ る。
さて・Sonnenscheinの 「分 析 表 」 の例文 は,Onionsの 「述部 型」 程 簡 潔
で な い代 りに,文 脈 が 明快 な 自然 な例 文 が 選 ば れ て い る とい う こ と の 他 に
,
「副 詞 的 修 飾(AdverbialΩuali丘cation)」 の項 を設 け る こ とに よ り
,Onions
の 文 典 の 場合 の 「述 部 型 」 と 「分 析 図 表(SchemesofAnalysis)」(A .E.S.
§15b;ME・S・ §25・ 但 し,Onionsの 場 合 は 「付 加 詞(Adjunct)」 欄)と を統
合 した もの に な っ てい る。II(5)の 例 文 が,副 詞 的 修 飾 と して,主 語 の 直後 で
述 語 動 詞 の前 の位 置 を 占め る文 修飾 副詞(sentence・modifyingadverb)を 含
む 文 であ る ことは,BruceL.Liles,AnIntroductoryTransformational
Grammar(PP・ ・3-・5)の 句 構 造 規 則(ph・a・e・t・u・ture・u1・ ・)撮 初 がS
→(SM)Nuc〔S=文(sentence),SM=文 修 飾 詞(sentence-modifier)
,Nuc
=核 心 文(nucleus)即 ち 「文 修 飾 詞 を 除 い た 文 の 本 体 」 の 義 〕 で あ る こ と
を 思 う と意 味 深 長 で あ る 。II(5)の 文 で,SMはgenerally,NucはThe
peopleofHamelincalleditthePiedPiper'sStreet.で あ る 。
第2章 、構 造 言 語 学
























































HenrySweetの 衣鉢 を継 ぐHaroldE.PalmerのAGrammarofSpoken
English(§ §464-504)(本 書 の 例文 は総 て音 標 文 字 で表 記 され て い るが
,一一
元 化 のた め筆 者 が ロ ーマ字 綴 りに改 め た)は,少 な くと も述 部 の分 析 の点 で は
構 造 主 義 文 法(structuralgrammar)的 であ る。H.E.Palmerは,述 部 を,
述 語 動 詞 が(i)「 動 詞beを 含 む 繋 合 動 詞(CopulativeVerb)」 〔即 ち不 完
全 自動 詞〕 の 場 合,(ii)厂 非 繋 合 動 詞(Non-CopulativeVerb)」 〔即 ち完
全 動 詞(completeverb)」 の場 合 で あ って,完 全 自動 詞 ・完 全 他 動 詞 ・二 重他
動 詞 が含 まれ る。(iii)「 目的 補 語(Object-Complement)を と る 他 動 詞」
〔即 ち不 完 全 他 動 詞 〕 の 場合 とに3区 分 す る。 こ の区 分 の 仕 方 が構 造 主 義 文 法
的 で あ る・ 例 えば,V・ で採 り上 げ るNormanC.Stageberg,AnIntroductory
Grammar〔St・g・berg,1965〕 の 基 本文 型(b・ ・i・・ent・n・ep・ttern・)式 に
Palmerの この3区 分 を説 明す る と,
(i)Patterns1-3(繋 合 動 詞beの 場 合)及 びPatterns8-9(他 の繋 合




次 に3区 分 の下 位 区分 を検 討 す る。 先 ず,1やIIの 場 合 と違 っ て,分 析 の 対
象 を単 文 に 限 って な い の で,名 詞 文 句(nounclause)が 文 核 と して採 り上 げ
られ る。(こ れ は 「動 詞型 」 へ の萠 芽 と観 る こと が 出来 る。)「 賓 辞(Predi-
cative)形 容 詞 」 と 「賓 辞 名 詞 又 は代 名 詞 」 が 区 別 され
,1やIIの 場 合 の よ う
に一 括 され て な い。 更 に,副 詞類(adverbial)に 属 す る 「前 置 詞 句(Preposi-
tionalPhrase)」 や 副 詞 等 も,文 核 と認 め て(「 副 詞補 語(AdverbComple-
ment)」 と呼 ん で)い る。 接 続 詞 無 しのthat一 文 句(that-clause)を 「空 語 表 現
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のthat(Alogistic"that")の 導 く文 句 」 と呼 ん で い る(無 接 続 詞 φ へ の 萌
芽)。 又that一 文 句 に 相 当 す るsoやnotも 文 核 と 認 め て い る(こ れ も 「動 詞
型 」 へ の 萠 芽)。 副 詞 的 対 格(adverbialaccusative)を 「重 さ ・値 段 ・距 離 ゜
期 間 を 表 す 補 語(ComplementofWeight,Cost,Distance,Duration)」 と 呼
ん で 下 位 区 分 の 一 つ と し て い る 。 第3区 分 の 「目 的 補 語 を 含 む 述 部(Object-
ComplementPredicates)」 に つ い て も 同 様 で,目 的 補 語 に な る 副 詞 類 ・形 容
詞 類(adjectival)・ 名 詞 類(n・mina1)を 区 別 し・ 「目 的 補 語 と し て の 不 定 詞 」
即 ち 不 定 詞 付 対 格(accusativewithin丘nitive)や 厂目 的 補 語 と し て の 能 動 分
詞(ActiveParticiple〔 即 ち ・ing分 詞 〕)」 と 厂目的 補 語 と し て の 受 動 分 詞
(PassiveParticiple〔 即 ち 一en分 詞 〕)」 即 ち(-ing/-en)分 詞 付 対 格(accusa-
tivewith(-ing/-en)participle)」)も 下 位 区 分 と して 認 め て い る 。 第1・ 第
2区 分 に 就 い て 上 に 括 弧 書 き で 指 摘 し た 様 に,筆 者 の 整 理 で20種 に 上 る こ れ ら
の 下 位 区 分 は,VI.で 採 り上 げ る 同 じH.E.PalmerのAGrammarof
EnglishWordsの 厂動 詞 型(Verb-Patterns)」 と な っ て 結 実 す る 。 猶,主 格
補 語 た る と 目 的 補 語 た る とを 問 わ ず,述 語 動 詞 の 叙 述 を 補 足 す る 「場 所 」 を 表
す 副 詞 類(adverbialofplace)を 補 語 と認 め る こ と は,構 造 言 語 学(structura1
1inguistics)で も,変 形 生 成 文 法(transformationalgenerativegrammar)




















同 じ3区 分 で あ っ て も,構 造 言 語 学 者HaroldWhiteha11のStructural
EssentialsofEnglish(pp.37-40)の 「文 場 面(SentenceSituations)」 は
H・E・Palmerの 述 部 の 主 要 区 分 よ り も 更 に 一 層 構 造 言 語 学 的 で あ る 。
伝 統 文 法(traditionalgrammar)の 体 系 の 中 で も,「 補 語(complement)」
と い う術 語 は,「 目 的 語(object)」 等 程 明 確 な 扱 い を 受 け て い な い 為 ,Onions
やSonnenscheinの よ うに 「述 部/賓 辞 名 詞 ま た は 形 容 詞(Predicate/Pred-
icativeNounorAdjective)」 等 の 術 語 を 用 い る文 法 家 も多 い 。 し か し,伝 統
文 法 で 「補 語 」 と い う場 含 は,不 完 全 動 詞 の 叙 述 を 完 全 な(complete)も の に
す る た め の 文 核 を 意 味 す る の が 普 通 で あ る 。 と こ ろ が,構 造 主 義 文 法 以 後 は,
述 語 動 詞 が 不 完 全 動 詞 の 場 合 に 限 ら ず,述 部 の 叙 述 を 完 全 な も の に す る 文 核
を 意 味 す る か ら,述 部/賓 辞 名 詞 ・代 名 詞 ・形 容 詞 ば か り で な く(直 接/間




large,orpredicatenoun,asJohninHisnameZSJohn"と 定 義 さ れ て い
る 。Whiteha11の 文 典 の 厂文 場 面II」(IV(ii))・ 「文 場 面III」(IV(iii))
の"Complement"も こ の 義 で あ る の で,伝 統 文 法 で い う 「補 語 」 と 区 別 す る
た め に ・ 「補 核 語 」 と訳 す る 。 実 はH.E.Palmerの 厂重 さ ・値 段 ・距 離 ・期
間 を 表 す 補 語 」 の 「補 語 」 も こ の 義 で あ る の で,⑭Subject+PredicateVerb
十ComplementofWeight,Cost,DistanceandDurationの 最 後 の 項 は 「重
さ ・値 段 ・距 離 ・期 間 を 表 す 補 核 語 」 と す る 。
Iv(i)「 文 場 面1」 は 述 部 が 述 語 動 詞 の み か ら成 る も の で ,動 詞 は 通 常 完
全 自 動 詞 で あ る 。
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(ii)「 文 場 面II」 の 述部 は,述 語 動 詞 と1個 の 「補 核 語 」 か ら成 る。 従 っ
て,補 核 語 は 完 全 他 動 詞 の 目的 語 か不 完 全 自動 詞 の 賓 辞名 詞 ・代 名 詞 ま た は賓
辞 形 容 詞 であ る。 補 核 語 がto一 不 定 詞 や無 接 続 詞 のthat・ 文 句 〔即 ち従 属叙 述
(dependentstatement)〕 や 名 詞 的 関 係 詞 文 句(nominalrelativeclause)等
の例 文 が挙 げ られ てい る。"Thehouseseemedbrokendown・"の よ うに補 核
語 が 一en分 詞(H.E.Palmerの 所 謂 「受動 分 詞 」)の 例 文 も あ る。
(iii)「 文 場面III」 の述 部 は,述 語 動 詞 と 「内 部 補核 語(lnnerComple-
ment)」 と 「外 部 補核 語(OuterComplement)」 とか ら成 る。 内部 補 核 語 は二
重 他 動 詞 の 間 接 目的語 か不 完 全 他 動 詞 の 目的 語 で あ り,外 部 補 核 語 ば二 重 他 動
詞 の直 接 目的 語 か不 完全 他 動 詞 の 目的 補 語 であ る。 目的補 語 がto一 不 定 詞(目
的 語 と合 せ て 不 定 詞 付対 格)の 例文 や 目的 補 語 が 一en分 詞(目 的語 と合 せ て 分
詞 付 対 格)の 例 文 もあ る。
Whitehallの 「文 場 面 」 も3区 分 で あ る点 は構 造 言語 学 的 で あ り,例 文 に従
属叙 述 や名 詞 役 関係 詞 文 句,不 定 詞 句 や 不 定 詞 付 対 格 や分 詞 付 対 格 等 を含 む文
が 引 か れ て い る点 に,「 動 詞 型 」 へ の萌 芽 が 見 られ る。
§3.文 句 型(Clause・Patterns)と 動 詞 型(VerbPatterns)
伝 統 文 法 で は 「文 句(clause)」 を,「 文 の一 部 で あ りなが ら,そ れ 自身 の 中
に主 部 と述 部 を有 す る語 群 」 と定 義 し,文 句 の 中 に は,名 詞 ・形 容 詞 ・副 詞 の
機 能 を有 す る も のが あ り,そ れ らを,そ れ ぞ れ,「 名 詞 文 句(nounclause)」
「形 容詞 文 句(adjectiveclause)」 「副 詞文 句(adverbclause)」 と 呼 ん で い
た 。 従 って,C.0.D.4thed.(s.v.clause)で は"subordinatewordsinclud-
ingasubject&predicatebutsyntacticallyequivalenttoanoun,adjective,
oradverb"と 定 義 され て い た し,LongmanModernEnglishDictionary
(s.v.clause)で は"apartofasentencehavingasubjectandpredicateof
itsown"と 定 義 され て い る。 しか し,構 造 言 語 学 以後 は,現 在 に 至 る まで,
「文 句(clause)」 を 「文 の 一 部」 を 成 す 場 合 に限 らず,単 文 全 体 を 成 す 場 合 も
含 め て,「 主 部 と述 部 を 有 す る語 群 は 総 て"clause"」 で あ る,と 考 え る の
・1
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が,少 く と も文 法 家 や 言 語 学 者 の 間 で は,普 通 で あ る。TheRandomHouse
CollegeDictionary(s.v.clause)の 定i義"Asyntacticconstructioncontain-
ingasubjectandpredicateandformingpartofasentenceorconstituting
awholesimplesentence・"が 最 も適 切 で あ る。 文 句 を この よ うに考 え る な ら
ば ・ 所 謂 厂文 型 」 は,「 文 句 型(clausepatterns)」 と呼 ぶ方 が 適 切 で あ る。
な ぜ な ら・ 文 に憶 「1語 文(one-wordsentence)」 等 「小 文(minorsentence)」
もあ れ ば,厂 完 文(fullsentence)」 もあ り,「 単 文 」 の他 に 「重 文(compound
sentence)」 や 「複 文(complexsentence)」 もあ り,「 叙 述 文(statement)」 の
他 に 「命 令文(command)」 「疑 問文(question)」 「感 嘆 文(exclamation)」
が考 え られ,「 肯 定 文(affirmativesentence)」 と 「否 定 文(negativesen・
tence)」 の 対 立 もあ るが,述 語 動 詞 型 は 「単文 」 の 「完 文 」 で あ る 「基 本文 型
(basicsentencepatterns)」 で 考 え る こ とで あ り,「 叙 述 」 厂命 令 」 厂疑 問」
厂感 嘆 」 の別 や 「肯 定 」 と 「否 定 」 の対 立 や 「能 動 態(aCtiVeVOiCe)」 と 「受
動 態(passivevoice)」 の対 立 も,基 本 文 型 を も1とに して考 え る べ きだ とい う
考>x方 が 定 着 して きた 。従 っ て,複 雑 多 岐 に わ る英文 が 依 っ て 来 た る も と とな
る 「基 本 文 型 」 は,上 述 の文 の様 ざ ま な 種 類 で 言 え ば,「 単 文 」 の 「完 文 」
(で,厂 能 動 態 」 の 「肯 定 」)の 「叙 述 文 」 で あ る。 これ は文 句(clause)に 外
な らな い。 構 造 言 語 学 や 変形 生 成 文 法 で 基 本 文 型 の こ とを 「文 句 型(clause
patterns)」 と呼 ぶ の は この為 で あ る。
述 語 動 詞 型 を 「単 文 」 の 「完文 」(で,「 能 動 態」 の 「肯定 」)の 厂叙 述 文」
に 限 る と,「 文 句 型 」 と,同 じ文 句 型 で も,述 部 を 構 成す る各 文 核(sententiaI
nucleus)が 異 な る もの を区 別 して 動 詞 の用 法 を示 す 「動 詞 型(VerbPatterns)」
とは,自 か ら分 か れ て 発展 す る こ とに な る。
先 ず,構 造 言 語 学 の文 句 型 の 代表 と してHenryA.GleasonのLinguistics















































例 文 の番 号 が 前 後 して い るの は,文 句 型 別 に1例 ず つ挙 げ て,後 で例 文 を補
足 し説 明 して い るか らで あ る。 主 格 補 語 に 述 部 形 容 詞 〔即 ち賓 辞 形 容 詞 〕 を と
る場 合 と,述 部名 詞 〔即 ち賓 辞 名 詞 〕 を と る場 合 とを別 の文 句 型 に して い るの
で,全 部 で6文 句 型 に な っ てい る。(ii)と(iii)の 下 位 区 分 で は
,連 結 動詞
を動 詞beとbe以 外 の連 結 動 詞 とに 別 け て い る。 又,beの 補 語 に な る 「『場
所 』 の 副詞 類 」 も述 部 副 詞 〔即 ち賓 辞 副詞 〕 と して認 めて い る。(vi)の 目的
補 語 を とる不 完 全 他 動 詞 の 文 句 型 の 下 位 区 分 で は,V-c〔 即 ちverbofthe
calltype〕 とV-e〔 即 ちverboftheelecttype〕 とに 別 け て い る
。V-bは
verbofthebecometypeの 義,V-tは 他 動 詞,V-gはverbofthegivetype
の 義 。PatternsII&IIIとPatternsIV-VIを そ れ ぞ れ一 纏 め にす る と
,構
造 言 語 学 の文 句 型 に 特有 の3区 分 に な る。
(vii)の(11)は,目 的 語 を と る動 詞 で あ るが 受動 態 に で き ない 動 詞(変 形
文 法 で は普 通Vh〔=verbofthehavetype〕 の記 号 を使 う)の 例 。(12)の
"
miles''"は 副詞 的 対 格 。(13)はH .E.Palmerの 「重 さ ・値 段 ・距 離 ・期
間 を表 す 補 核 語 」 と同種 の 「尺 度 を表 す補 核 語(complementofmeasure)」
を とる動 詞cost・1ast・takeの 例 。meは 「利 害 の与 格(dativeofinterest)」 。
(14)は,間 接 目的語 に相 当す るmeも 直 接 目的 語 に す る こ とが で き る動 詞 の
例 ・(15)は 「動 詞+前 置 詞 」,(16)は 「動詞+副 詞 」 の例.(・iii)は 動 名
詞 やto一 不 定 詞 が 目的 語 に な っ て い る例 。(19)は 不 定 詞 付 対 格,(20)/(21)
は動 名 詞 付 対 格(accusativewithgerund)/・ ・en分 詞 付 対 格 の 例 。(vii)は 注
目す べ き例 外 を 集 め た もの。(vii)も(viii)も 厂動 詞 型 」 へ と発 展す る。
動 詞 型 の 淵 源 は ・HaroldE・Palmerの 「27の動 詞 型(27Verb-Patterns)」
で あ り・ そ れ を 発展 させ た のがA.S .Hornbyの 「25の動 詞 型(25VerbPat.
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動 詞 型(12)ま で は,文 核 が ゼ ロか 目的 語 か 補 語 か 副 詞 類 の場 合 で あ り,動
詞 型(1)か ら動 詞 型(12)ま で の順 序 は伝 統 文 法 の 文 型 に 沿 った順 序 に な っ
て い る。(6)に は 目的 補 語 に な る 「場 所 」 を 表 す 賓 辞 副詞(Aplace)へ の 萌
芽 が 見 られ る。 動 詞 型(13)は,動 詞 が 変 則 定 形(anomalous丘nite)かhad
better等 原 形 不 定 詞 を 伴 う も の な の で,動 詞 型(13)一(21)が 非 定 形 文 句
(non一 丘niteclause)を 伴 う動 詞,動 詞 型(22)一(27)が(文 句 の代 わ りを す る
〔文 句 を 代 表 す る〕 副 詞soやnotを 含 め た)定 形従 位 文 句(丘nitesubordi・
nateclause)を 伴 う動 詞,と な って い る。 「文 句 を代 表 す るsoやnot」 とい
う概 念 はHaroldE.Palmerの 創 案 で あ る。
A.S.Hornbyの 「25の動 詞 型 」 以 降 は,比 較 対 照す る必 要 も あ って ・ 次 章
で扱 う。
(以 下 次 号 「述 語 動 詞 型 か ら観 た 英 語 学 の 流 れ(下)」)
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